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が
、
無
事
に
終
わ
っ
て
良
か
っ
た
」
と
安
堵
し
た
様
子

が
窺
え
ま
し
た
。

　

収
穫
と
選
果
作
業
後
に
は
、
㈲
ほ
な
み
の
事
務
所
に

移
動
し
、
収
穫
し
た
て
の
椎
茸
を
使
っ
た
料
理
コ
ー

ナ
ー
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
料
理
を
担
当
し
た
の

は
㈲
ほ
な
み
の
榊
原
氏
で
、
面
白
お
か
し
く
学
生
達
と

会
話
を
進
め
な
が
ら
３
品
の
椎
茸
料
理
を
作
り
ま
し

た
。
採
れ
た
て
の
椎
茸
を
口
に
し
た
学
生
か
ら
は
「
収

穫
し
た
て
の
椎
茸
が
こ
ん
な
に
美
味
し
い
と
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
衝
撃
的
だ
っ
た
」
と
新
鮮
な
椎
茸
に
感

動
し
た
様
子
で
し
た
。

　

今
回
撮
影
し
た
内
容
は
、
Y
o
u
T
u
b
e
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
名
「
J
A
北
海
道
中
央
会
」
で
い
つ
で
も
ご
覧

に
な
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

１
月
22
日
（
月
）
か
ら
25
日
（
木
）
の
４
日
間
、

J
A
2
階
中
会
議
室
で
令
和
５
年
度
補
正
予
算
「
畑

作
物
産
地
形
成
促
進
事
業
」「
コ
メ
新
市
場
開
拓
等

促
進
事
業
」
の
申
請
手
続
及
び
「
畑
地
化
促
進
事
業
」

に
係
る
要
望
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

混
雑
の
な
い
ス
ム
ー
ズ
な
受
付
を
す
る
に
あ
た

り
、
各
曜
日
で
地
区
割
を
実
施
し
期
間
中
天
候
の
悪

い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
生
産
者
の
方

が
訪
れ
、
南
幌
町
農
業
再
生
協
議
会
事
務
局
で
あ
る

営
農
部
農
業
振
興
課
と
南
幌
町
産
業
振
興
課
農
政
グ

ル
ー
プ
の
職
員
が
申
請
内
容
の
確
認
等
を
行
い
ま
し

た
。 補

正
予
算
事
業
等
の
受
付
を
実
施

　

１
月
24
日
（
水
）、
町
内
農
業
生
産
法
人
の
㈲
ほ
な

み
で
、
J
A
北
海
道
中
央
会
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
の
学
生
３
名

が
撮
影
に
参
加
し
、
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
椎
茸

に
つ
い
て
学
ぶ
企
画
で
し
た
。

　

最
初
に
、
㈲
ほ
な
み
の
神
馬
氏
よ
り
椎
茸
栽
培
に
つ

い
て
学
生
に
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
三
好
氏
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
椎
茸
の
収
穫
及
び
選
果
に
つ
い
て
実
演
を

し
な
が
ら
一
緒
に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
シ
ー
ン

の
撮
影
を
終
え
た
三
好
氏
か
ら
は
、「
カ
メ
ラ
に
向
か
っ

て
話
し
を
し
た
り
作
業
す
る
の
は
初
め
て
で
緊
張
し
た

You
T
u
be
の
撮
影
で
町
内
農
業
を
P
R
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１
月
29
日
（
月
）
か
ら
２
月
３
日
（
土
）
の
６
日
間
、

J
A
な
ん
ぽ
ろ
青
年
部
で
は
、
２
月
４
日
（
日
）
開
催

の
南
幌
町
冬
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
に
ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産

物
の
生
産
に
か
け
る
農
業
者
の
心
意
気
を
消
費
者
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
、
本
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、Ｊ
Ａ

空
知
青
年
部
連
合
会
に
よ
る
「
躍
進
」
の
大
テ
ー
マ
の

も
と
「
飛
昇
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
は
、
本
年
の
干
支
の
辰
に
か
け
、
辰
（
龍
）
が
天
に

昇
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
J
A
な
ん
ぽ
ろ
青
年
部
も

天
に
も
昇
る
勢
い
の
あ
る
一
年
に
し
た
い
と
い
う
盟
友

の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
奈
良
岡

部
長
は
「
12
月
末
頃
に
は
、
積
雪
量
に
不
安
が
あ
っ
た

が
、
作
成
間
近
に
ま
と
ま
っ
た
降
雪
が
あ
り
よ
か
っ
た
。

ま
た
、
例
年
に
比
べ
て
大
き
く
文
字
を
作
成
し
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
作
品
が
出
来
て
か
な
り
良
い
仕
上
が
り
と

な
っ
た
」
と
自
信
に
溢
れ
た
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
２
月
３
日
（
土
）
か
ら
２

月
９
日
（
金
）
ま
で
展
示
さ
れ
、
農
業
者
の
熱
い
思
い

を
冬
ま
つ
り
来
場
者
や
消
費
者
の
方
に
P
R
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
思
い
を
伝
え
る

発行者
JA なんぽろ青年部
編集責任者　若杉 宗樹
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２
月
９
日
（
金
）、
J
A
3
階
大
会
議
室
に
て
、
令

和
５
年
度
女
性
部
大
会
が
開
催
さ
れ
、
部
員
49
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
林
組
合
長
を
は
じ
め
、
南

幌
町
よ
り
大
崎
町
長
、
普
及
セ
ン
タ
ー
空
知
南
西
部
支

所
よ
り
山
本
支
所
長
が
出
席
さ
れ
、林
組
合
長
か
ら
は
、

「
本
年
は
70
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
今
後
も
南
幌
町

の
農
業
者
を
支
え
る
皆
さ
ん
の
活
動
を
応
援
し
ま
す
」

と
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
来
年
度
の
役
員
の
紹
介
も
あ
り
、
部
長

に
白
倉
ひ
と
み
さ
ん
、
副
部
長
に
小
谷
泰
子
さ
ん
、
林

孝
子
さ
ん
の
３
名
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
部
会
の
活
動
に
つ
い
て
も
各
部
会
長
が
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

制
作
で
は
、
さ
く
ら
ほ
り
き
り
の
キ
ッ
ト
を
使
用
し

「
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
」
と
「
が
ま
口
財
布
」
の
ど
ち
ら
か

を
選
択
し
て
も
ら
い
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
か
ら
は
「
作
る
前
は
、
裁
縫
が
苦
手
な
の
で

上
手
く
完
成
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た
が
と
て
も

簡
単
に
作
業
を
進
め
ら
れ
楽
し
か
っ
た
」

70
年
の
歴
史
と
共
に

　
　
　
　
女
性
部
大
会
を
開
催

女
性
部
短
信

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、お
昼
休
憩
に
合
わ
せ
恒
例
の
「
作
品
展
示
会
・

即
売
会
」
が
開
催
さ
れ
、
複
数
グ
ル
ー
プ
の
出
店
に
た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
作
品
を
購
入
す
る
方
な
ど
が

見
ら
れ
、
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、「
家
の
光
記
事
紹
介
」
を
行
な
い
、

白
倉
副
部
長
が
家
の
光
か
ら
抜
粋
し
た
記
事
を
紹
介

し
、
女
性
部
員
に
家
の
光
の
P
R
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

購
読
希
望
の
声
が
あ
が
る
な
ど
好
評
な
様
子
で
し
た
。

　

今
年
度
で
当
J
A
女
性
部
発
足
70
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
ホ
ク
レ
ン
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
森
崎
博
之
氏
を

お
招
き
し
、「
あ
ぐ
り
王
国
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
こ

と
」と
題
し
た
記
念
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

森
崎
氏
の
登
場
に
女
性
部
員
も
大
盛
り
上
が
り
で
、
質

問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
今
ま
で
食
べ
た
野
菜
で
一
番
お

い
し
か
っ
た
物
は
何
で
す
か
」「
い
つ
か
ら
北
海
道
の

農
業
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
か
」
等
の
質
問
が
あ
り
、

森
崎
氏
も
面
白
お
か
し
く
答
え
て
い
ま
し
た
。最
後
に
、

白
倉
副
部
長
よ
り
「
私
た
ち
女
性
部
に
伝
え
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
」
と
の
問
に
対
し
、
森
崎
氏
よ
り
「
農

業
は
き
つ
い
、
き
た
な
い
、
危
険
の
３
Ｋ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
【
か
っ
こ
い
い
】
と
【
稼
げ
る
】

の
２
Ｋ
を
足
し
て
５
Ｋ
を
私
は
子
供
達
に
伝
え
て
い
ま

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、お
昼
休
憩
に
合
わ
せ
恒
例
の
「
作
品
展
示
会
・

即
売
会
」
が
開
催
さ
れ
、
複
数
グ
ル
ー
プ
の
出
店
に
た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
作
品
を
購
入
す
る
方
な
ど
が

見
ら
れ
、
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、「
家
の
光
記
事
紹
介
」
を
行
な
い
、

白
倉
副
部
長
が
家
の
光
か
ら
抜
粋
し
た
記
事
を
紹
介

し
、
女
性
部
員
に
家
の
光
の
P
R
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

購
読
希
望
の
声
が
あ
が
る
な
ど
好
評
な
様
子
で
し
た
。

　

今
年
度
で
当
J
A
女
性
部
発
足
70
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
ホ
ク
レ
ン
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
森
崎
博
之
氏
を

お
招
き
し
、「
あ
ぐ
り
王
国
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
こ

と
」と
題
し
た
記
念
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

森
崎
氏
の
登
場
に
女
性
部
員
も
大
盛
り
上
が
り
で
、
質

問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
今
ま
で
食
べ
た
野
菜
で
一
番
お

い
し
か
っ
た
物
は
何
で
す
か
」「
い
つ
か
ら
北
海
道
の

農
業
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
か
」
等
の
質
問
が
あ
り
、

森
崎
氏
も
面
白
お
か
し
く
答
え
て
い
ま
し
た
。最
後
に
、

白
倉
副
部
長
よ
り
「
私
た
ち
女
性
部
に
伝
え
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
」
と
の
問
に
対
し
、
森
崎
氏
よ
り
「
農

業
は
き
つ
い
、
き
た
な
い
、
危
険
の
３
Ｋ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
【
か
っ
こ
い
い
】
と
【
稼
げ
る
】

の
２
Ｋ
を
足
し
て
５
Ｋ
を
私
は
子
供
達
に
伝
え
て
い
ま

す
。
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
も
追
加
し
た

2
K
を
も
っ
と
子
供
た
ち
に
広
め
て
も
ら
い

共
に
北
海
道
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
の
返
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
記
念
撮
影

の
際
も
「
し
た
っ
け
！
」
と
北
海
道
弁
で
会
場
を
沸
か

せ
る
等
、
終
始
楽
し
い
講
演
会
で
し
た
。

　

最
後
に
お
待
ち
か
ね
の
ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
、
た
く

さ
ん
の
笑
顔
の
中
、
今
年
度
の
行
事
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
70
周
年
を
記
念
し
て
女
性
部
部
員
に
は
、
記

念
誌
と
記
念
品
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
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グリーンコミュニケーション

3月に入ってから日中の気温も上がり、融雪材をお
買い求めのお客様が増えてきました。グリーンセン
ターでは多数の融雪材を店頭にてご用意しており
ますので、春先の営農が始まる前に散布して融雪
を促進しましょう！

融雪剤の季節です

左：「防散融雪炭カル(粒)」
右：「融雪アッシュ (粉 )」
他にも「塩化カルシウム」
や「すべり止め用乾燥砂」
もございます♪

皆さまのご利用を心よりお待ちしております。



長船技師による営農情報！
作物の健全な生育と土壌環境について
　作物の成育を良くするには根が発達しやすい土壌環境にしていくことが重要で、そのためには
養水分や酸素が十分吸収され、根が張りやすい土壌であることが必要です。
　今月は作物が健全に生育できる土壌環境についてお話ししたいと思います。

（１）根の働き
① 根の働きは、呼吸により発生したエネルギーを活用し、養分の吸収、窒素化合物や生育調節物
質を合成することがあげられます。

② 根毛から根酸を分泌しリン酸の吸収を良くしたり、土壌微生物のエサとなる糖、アミノ酸を分
泌し、根の周りの微生物層を豊かにする働きがあります。

③ 根の糖、アミノ酸等物質の分泌を通じて根粒菌などの微生物との共生関係が出来て、窒素リ
ン酸の養分が確保される作物もあります。

（２）根の発達にとって良い土壌
　根が深く広く健全に伸長し、適度な養水分を供給できる土壌環境に整える事は作物の生育を
良くしていく上で必要な条件です。このための条件として次のことがあげられます。
ア） 通気性・排水性・保水性が良く、柔らかい土壌であること。
イ） 肥料成分のバランスが良く、pHが適正な土壌であること。
ウ） 有用微生物のエサとなる有機物が含まれ、土壌生物が豊富な土壌であること。

（３）土壌を団粒構造にするには
　　団粒構造を形成するには有機物を
混入すると良い。団粒構造は主に土
壌生物の働きにより形成される。団
粒構造が形成されると土壌の通気性
が良くなり、有機物を分解する土壌
微生物や小動物が多くなって、土壌
の空気及び水分含有率も多くなり根
の生育は良くなります。

１　根の発達と土壌環境

参考資料：「土づくりと作物生産」

JAnanporo・6

根の働き ダイズと根粒菌の共生

団粒構造（中）、粗大有機物混入（右）単粒構造（左）

単粒構造の土壌 団粒構造の土壌
粗大有機物も
含んだ土壌

土壌粒子 粘土腐植複合体

通気性・透水性不良 通気性・透水性良好



南幌町農業協同組合　業務機構図
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令和6年2月1日現在

部 課 係

内部監査室 内部監査課 内部監査係

白倉　和秋 【兼務】野澤　俊裕 【兼務】大村　政史

総　務　係 【主任】 武田　あすか

大村　政史 原田　　考 （横岡　亜希子）

小玉　佳美

総　務　課

野澤　俊裕

融資審査係 【兼務】小玉　佳美

総　務　部 【兼務】大村　政史

笹島　　忍

経理電算課 経理電算係 配島　明日美 （秋島　真弓） 

坂本　伸彦 長原　真也 浜田　采佳

金　融　課 金　融　係 【主任】 吉田　美月

佐藤　　匡 飛内　大輔 津田　美保 野村　友香

大井　梨沙 佐々木　悠衣

森　あかね （水野　あかり）

金　融　部

松川　茂樹 共　済　課 共　済　係 【主任】 小田原　奈美

武差　功年 佐藤　倫有 佐藤　和也 新人（女）

水沼　諒太

経営相談課 経営相談係 【兼】大井　梨沙 【兼】吉田　美月

榊原　宏治 石橋　修一郎 【兼】森　あかね 【兼】野村　友香

【兼】佐々木　悠衣

農業振興課 農業振興係 犬養　拓真 香川　颯良

大津　亮蔵 渡辺　健太郎 渡邉　真也 新人（男）

吉田　翔哉

営　農　部

伊藤　英樹 生産資材係 木村　亮介 （長船　健雄）

【次長　資材担当】 辻野　　崇 松村　晃汰 （篠原　亜由美） 

川北　秀範 378-2231 源　　夏輝 （志田　陽子）

資　材　課 新人（男）

【次長兼務】

給油所長【次長兼務】

燃　料　係 西山　悟史 （舘脇　あゆみ）

【考査役】 本間　雄斗 （佐々木　美敬）

金瀧　裕二 本部SS   378-2381 （千葉　郁子）

販売推進課 販売推進係 髙橋　翔太 （佐々木　晃）

和田　貴裕 寺﨑　隆広 平井　大喜 （佐々木　敏也）

【考査役倉庫長兼務】 笠井　瀬那

白崎　秀史

農　産　部

諏訪部　徹 蔬菜園芸課 蔬菜園芸係 堤　　一茂 （渡辺　久美子）

渡辺　邦英 西村　俊一 大塩　悠輔 （池田　和代）

378-0539

施　設　課 施　設　係 尾崎　竜太郎 （佐藤　　茜）

神埜　成之 樋口　和也 丸山　雄大

（出向）

南幌町農業農村整備事業推進本部 新人（男）

【審査役】 【考査役】

平野　双一 佐藤　孝行

378-3834

　※（　）は準職員 　　農家経済対策プロジェクトチーム

職　　　　員
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◎今月号は、㈲ほなみでの
YouTube撮影時の様子を
表紙にしました。

私達のJA

組合員
（前年同期比

正組合員
（前年同期比

准組合員
（前年同期比

正組合員戸数
（前年同期比

2,639名
▲40名）

428名
▲17名）

2,211名
▲23名）

269戸
▲11戸）

令和6年1月末日現在

　
2
月
臨
時
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議
　
　
案
】

１
．
税
効
果
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

２
．
令
和
５
年
度 

事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
の

作
成
に
つ
い
て

３
．
第
76
回 

通
常
総
会
の
提
出
議
案
（
総
会
参
考
書
類
）
に
つ

い
て

４
．
令
和
５
年
度 

剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

５
．
令
和
６
年
度 

事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

６
．
令
和
６
年
度 

農
畜
産
物
販
売
品
の
手
数
料
及
び
利
用
料
等

の
設
定
に
つ
い
て

７
．
賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

８
．
役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

９
．
土
地
改
良
法
に
も
と
づ
く
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

10
．
総
会
報
告
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

11
．
春
の
経
営
懇
談
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

12
．
令
和
６
年
度 

営
農
計
画
書
審
査
方
針
等
の
設
定
に
つ
い
て

13
．
組
合
員
・
利
用
者
本
位
の
業
務
運
営
に
か
か
る
取
組
方
針
の

制
定
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
．
第
２
回
営
農
振
興
組
合
長
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

２
．
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
土
日
・
祝
日
営
業
に
つ
い
て

３
．
１
月
末 

農
産
物
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

４
．
１
月
期 

Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
つ
い
て

５
．
令
和
５
年
度 

年
間
経
営
定
期
点
検
実
施
報
告
書
に
つ
い
て

６
．
内
部
監
査
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

７
．
令
和
５
年
度 

自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

８
．
リ
ス
ク
情
報
に
つ
い
て

９
．
人
事
に
つ
い
て

10
．
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
お
よ
び
反
社
会
的
勢
力
と
の

取
引
排
除
に
係
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

11
．
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
の
運
用
実
績
に
つ
い
て

2
月
26
日

　

2
月
は
、
日
中
の
気
温
が
10
℃
に
迫
る
日
も
あ
り
、

少
し
早
い
で
す
が
春
の
陽
気
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
例
年
に
比
べ
る
と
畑
に
積
も
っ
て
い
る
雪
の
量

も
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
と
春
の
訪

れ
を
感
じ
ら
れ
る
日
が
増
え
て
き
ま
す
が
、
早
朝
等
の

路
面
凍
結
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

くみあいだより担当の吉
田は、振興課から異動に
なった大村係長と一緒に
写真を撮りました。

理
事
会
報
告

　
1
月
臨
時
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議
　
　
案
】

１
．
理
事
会
の
諮
問
審
議
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て

２
．
令
和
６
年
度 

予
算
大
綱
に
つ
い
て

３
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

４
．
令
和
６
年
度 

経
営
定
期
点
検
実
施
計
画
に
つ
い
て

５
．
役
員
と
組
合
の
取
引
基
準
に
つ
い
て

６
．
令
和
６
年
度
に
お
け
る
理
事
者
に
対
す
る
共
済
・
貯
金
担
保

貸
付
の
包
括
承
認
に
つ
い
て

７
．
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

８
．
令
和
６
年
度　

余
裕
金
の
運
用
に
つ
い
て

９
．
農
産
事
業
基
盤
強
化
積
立
金
の
取
崩
に
つ
い
て

10
．
期
末
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
．
第
９
回 

監
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

２
．
令
和
５
年
度 

職
員
の
資
格
取
得
状
況
に
つ
い
て

1
月
26
日

理
事
会
報
告
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